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売
広
告
が
掲
載
さ
れ
る
が
、
兎
屋
は
無
慾
堂
に
対
し
て
激
し
く
嚙

み
つ
く
広
告
を
翌
五
日
の
東
京
各
紙
に
出
し
、
以
後
両
店
の
広
告

は
東
京
紙
に
載
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
他
の
東
京
書
店
に

つ
い
て
も
、
鶴
声
社
が
数
度
出
し
て
い
る
の
が
目
立
つ
く
ら
い
で
、

安
売
り
広
告
を
東
京
紙
に
掲
載
す
る
こ
と
は
ま
ず
無
か
っ
た
。

　

東
京
紙
に
お
い
て
は
兎
屋
の
独
擅
場
で
あ
っ
た
が
、
大
阪
に
お

い
て
そ
れ
が
破
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
明
治
十
八
年
八
月
十
九
日

『
此
花
新
聞
』
に
駸
々
堂
本
店
の
「
又
と
な
き
天
下
無
比
の
大
安

売
書
目
」
と
い
う
広
告
が
掲
載
さ
れ
る
。
こ
れ
は
見
出
し
も
広
告

文
も
兎
屋
の
手
法
を
ほ
と
ん
ど
真
似
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
て
兎
屋
大
阪
支
店
は
き
わ
め
て
対
抗
的
か
つ
挑
発
的
広

告
を
大
阪
紙
に
掲
載
し
、
以
後
両
者
の
安
売
広
告
の
激
し
い
応
酬

が
行
わ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
そ
れ
は
近
畿
圏
の
み
な
ら
ず
、
中

国
・
四
国
地
方
ヘ
の
出
張
安
売
に
ま
で
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る

（
以
上
の
こ
と
は
鈴
木
俊
幸
「
東
京
書
肆
の
書
籍
安
売
―
正
札

は
じ
め
に

　

新
聞
広
告
を
用
い
て
書
籍
安
売
を
派
手
に
展
開
し
た
の
は
兎
屋

が
最
初
で
あ
る
。
明
治
十
六
年（
一
八
八
三
）十
二
月
八
日
の
『
時

事
新
報
』
に
「
兎
屋
祝
ひ
の
広
告
」
と
題
し
て
安
売
書
目
を
三
段

に
わ
た
っ
て
掲
載
し
た
。
以
後
、
支
店
開
業
等
々
何
か
し
ら
の
祝

い
に
事
寄
せ
て
「
祝
売
」
の
広
告
を
各
紙
に
掲
載
し
続
け
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
紙
面
を
大
き
く
占
有
し
た
兎
屋
広
告
は
、
定
価
と

安
売
価
格
の
対
照
に
よ
っ
て
購
買
意
欲
を
刺
激
す
る
あ
ざ
と
い
も

の
が
多
く
、
ま
た
刺
激
的
な
見
出
し
や
店
主
望
月
誠
一
流
の
人
を

食
っ
た
よ
う
な
過
激
な
広
告
文
を
も
っ
て
他
の
追
随
を
容
易
に
許

さ
な
い
体
の
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
東
京
紙
に
お
い
て
は
東
京
書

店
の
同
様
の
広
告
は
し
ば
ら
く
見
ら
れ
な
い
。
明
治
十
八
年（
一

八
八
五
）六
月
九
日
の
『
朝
野
新
聞
』
等
東
京
各
紙
に
正
札
屋
、

同
年
八
月
四
日
『
朝
野
新
聞
』
等
東
京
各
紙
に
無
慾
堂
の
書
籍
安

《
共
同
研
究
》
大
阪
の
書
籍
安
売
業
者
に
つ
い
て
考
え
る

鈴
木
俊
幸
・
國
分
美
奈
穂
・
湯
沢
友
実
・
原
田
和
佳
・ 

乙
部
桃
子
・
小
野
澤
美
優
・
畑
中
彩
花　
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る
店
の
実
在
す
ら
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

兎
屋
の
商
法
を
な
ぞ
っ
て
新
聞
広
告
を
武
器
と
し
た
彼
ら
の
商

売
は
一
年
ち
ょ
っ
と
は
続
い
て
い
く
。
彼
ら
の
一
連
の
「
商
売
」

は
地
方
の
市
場
を
あ
っ
と
い
う
間
に
と
こ
と
ん
荒
ら
し
、
書
籍
安

売
競
争
と
い
う
書
籍
流
通
史
上
に
お
け
る
一
大
事
件
は
一
気
に
終

息
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
一
年
ほ
ど
の
間
に
、
広
告
が
本

来
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
虚
構
性
、
怪
し
さ
を
市
場
は
学
ん
だ
と
言

え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
同
時
に
、
定
価
に
対
す
る
不
審
を
含

め
て
、
書
籍
業
界
全
体
へ
の
信
頼
を
揺
る
が
せ
た
一
件
で
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
明
治
二
十
年（
一
八
八
七
）代
に
入
っ
て
書
籍
業

界
の
様
相
は
大
き
く
変
化
し
て
い
く
が
、
こ
の
一
年
間
は
彼
ら
の

振
る
ま
い
に
よ
っ
て
そ
の
変
化
を
大
き
く
加
速
し
た
時
期
で
あ
っ

た
か
と
思
わ
れ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
右
の
よ
う
な
大
阪
の
業
者
に
つ
い
て
の
共
同
研
究

を
行
っ
た
。
彼
ら
は
う
さ
ん
く
さ
い
広
告
に
し
か
確
認
で
き
な
い
。

つ
ま
り
広
告
以
外
の
史
料
は
無
い
。
彼
ら
の
う
さ
ん
く
さ
さ
、
広

告
の
危
う
さ
を
、
広
告
を
史
料
と
し
て
ど
の
よ
う
に
析
出
で
き
る

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
共
同
で
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
ま
だ

ま
だ
不
明
の
こ
と
が
山
積
み
の
状
態
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
浮

か
び
上
が
っ
て
き
た
こ
と
を
少
々
報
告
し
て
み
る
次
第
で
あ
る
。

（
鈴
木
）一

、
同
地
、
同
店
と
思
わ
れ
る
事
例

屋
・
鶴
声
社
・
金
桜
堂
と
兎
屋
―
」〈
中
央
大
学
文
学
部
『
紀
要　

言
語
・
文
学
・
文
化
』
一
二
七
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
〉に
詳
述

し
た
）。

　

こ
の
大
阪
に
端
を
発
し
た
新
聞
広
告
に
よ
る
書
籍
安
売
の
競
争

的
展
開
は
、
明
治
十
九
年（
一
八
八
六
）に
入
っ
て
次
の
段
階
に
突

入
し
て
い
く
。
そ
れ
は
、
兎
屋
ば
り
の
派
手
な
広
告
を
地
方
紙
に

盛
ん
に
掲
載
す
る
業
者
の
叢
生
で
あ
る
。
地
方
紙
に
安
売
広
告
を

掲
載
す
る
店
は
、
東
京
の
業
者
に
も
い
る
が
、
大
阪
の
業
者
が
圧

倒
的
に
多
い
。
彼
ら
は
、
地
元
の
大
阪
紙
に
は
広
告
を
ほ
と
ん
ど

出
さ
な
い
こ
と
と
、
新
聞
の
安
売
広
告
以
外
に
営
業
の
痕
跡
を
ほ

と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
こ
と
が
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
店

に
よ
っ
て
若
干
の
長
短
は
あ
る
も
の
の
、
広
告
を
確
認
で
き
る
期

間
が
数
週
間
か
ら
一
ヶ
月
程
度
の
短
期
間
で
あ
る
こ
と
も
共
通
し

て
い
る
。
全
国
各
地
の
地
方
紙
に
派
手
な
広
告
を
一
定
期
間
掲
載

し
て
は
、
ぱ
た
っ
と
止
ん
で
し
ま
い
、
そ
の
後
の
動
向
を
一
切
た

ど
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

書
名
と
定
価
と
売
価
と
い
う
商
品
情
報
だ
け
の
新
聞
広
告
を
使

う
と
い
う
と
こ
ろ
、
実
際
に
店
に
足
を
運
ぶ
こ
と
の
な
い
遠
隔
地

の
人
間
を
相
手
に
お
金
と
商
品
の
や
り
と
り
を
す
る
と
い
う
と
こ

ろ
に
彼
ら
の
商
売
の
旨
味
が
あ
っ
た
こ
と
は
歴
然
で
あ
る
。「
や

り
と
り
を
す
る
」
と
書
い
た
が
、「
や
り
と
り
」
が
成
立
し
て
い

た
の
か
ど
う
か
も
実
は
さ
だ
か
で
は
な
い
。
広
告
は
、
営
業
の
実

態
を
物
語
っ
て
い
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
し
、
広
告
を
掲
載
し
て
い
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伊
継
の
「
西
区
元
長
州
高
野
社
前
」
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
。「
江
戸

堀
北
通
り
」
は
明
治
五
年
か
ら
昭
和
五
十
二
年
ま
で
使
わ
れ
て
い

た
地
名
で
、
二
丁
目
に
は
明
治
十
三
年
に
佐
伯
覚
灯
師
に
よ
っ
て

高
野
山
の
三
蔵
院
が
移
建
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
高
野
社
で
あ
る
。

つ
ま
り
江
戸
堀
北
通
り
二
丁
目
に
高
野
社
が
存
在
す
る
と
い
う
わ

け
で
、
三
店
の
位
置
が
一
致
す
る
と
言
え
る
。
一
方
、
上
口
伊
継

名
の
「
西
区
犬
斎
橋
北
詰
西
へ
入
」
と
大
坂
学
友
社
支
局
の
西
区

江
戸
堀
二
丁
目
二
十
九
番
地
」
が
同
地
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
犬

斎
橋
は
も
と
も
と
犬
斎
町
で
井
治
屋
敷
町
で
あ
っ
た（
江
戸
〜
明

治
五
年
）。『
宝
暦
町
鑑
』
に
「
江
戸
ぼ
り
犬
斎
ば
し
北
詰
一
す
じ

内
」
の
町
と
い
う
表
記
が
あ
る
。
そ
し
て
明
治
五
年
か
ら
は
江
戸

堀
上
通
り
一
か
ら
二
丁
目
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
江
戸
に
使
っ
て
い

た
地
名
と
明
治
に
な
っ
て
か
ら
使
い
始
め
た
地
名
を
使
い
分
け
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
江
戸
堀

北
通
り
二
丁
目
と
江
戸
堀
上
通
り
二
丁
目
は
隣
接
し
た
通
り
で
あ

る
。
し
か
し
そ
ん
な
近
距
離
に
い
く
つ
も
本
屋
が
建
つ
だ
ろ
う
か
。

明
治
二
十
年
六
月
九
日
『
岐
阜
日
日
新
聞
』
掲
載
の
「
周
王
堂
強

奮
発
発
売
広
告
」
に
は
「
周
王
堂
主
人
上
口
伊
継
ハ
明
治
八
年
五

代
友
厚
氏
洋
行
帰
国
後
染
液
製
造
法
阪
京
間
ニ
行
フ
事
一
二
ニ
非

ラ
ス
…
…
」
の
文
言
も
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
一
見
五
軒
の
書
店

の
よ
う
に
思
え
る
が
、
名
乗
り
や
住
所
の
表
現
を
変
え
て
い
る
だ

け
で
同
じ
店
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

広
告
掲
載
期
間
は
、
山
崎
書
房
名
の
も
の
は
明
治
十
九
年
七
月

　

店
名
を
変
え
た
り
、
住
所
の
表
現
を
変
え
た
り
し
て（「
○
○
町

△
番
地
」
を
「
◇
◇
筋
□
□
通
上
ル
」
風
に
と
か
）、
同
じ
店
が

違
う
店
を
装
っ
て
広
告
を
続
け
て
い
る
と
疑
わ
れ
る
事
例
が
多
々

あ
る
。
本
来
、
店
の
継
続
、
そ
の
店
名
は
客
の
信
用
を
担
保
す
る

た
め
の
重
要
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
逆
に
使
い
捨
て
る
こ
と

に
よ
っ
て
寸
時
で
も
信
用
を
得
よ
う
と
い
う
の
が
彼
ら
の
商
売
の

よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

1
　‌�

周
王
堂
・
上
久
知
伊
継
・
元
書
堂
・
山
崎
書
房
・
大
坂
学

友
社
支
局

　

周
王
堂
の
所
付
け
は
西
区
江
戸
堀
北
通
二
丁
目
二
十
九
番
地

（
明
治
十
九
年
八
月
二
十
六
日
『
山
梨
日
日
新
聞
』
等
広
告
）、
山

崎
書
房
も
全
く
同
所（
同
年
九
月
五
日
『
福
井
新
聞
』
等
）で
あ
る
。

二
十
年
十
一
月
九
日
『
福
岡
日
日
新
聞
』
等
に
こ
れ
も
同
住
所
で

元
書
堂
上
久
知
の
広
告
が
載
る
。
一
月
十
六
日
『
福
岡
日
日
新

聞
』
等
に
上
口
伊
継
名
の
広
告
が
「
大
坂
西
区
犬
斎
橋
北
詰
西
ヘ

入
」
と
い
う
所
付
で
載
り
、
三
月
二
十
日
『
佐
賀
新
聞
』
に
上
久

知
伊
継
名
で
載
せ
て
い
る
広
告
の
所
付
は
「
西
区
元
長
州
高
野
社

前
」
と
な
っ
て
い
る
。
大
坂
学
友
社
支
局
は
「
西
区
江
戸
堀
上
通

二
丁
目
二
十
九
番
地
」（
二
十
年
四
月
十
日
『
防
長
新
聞
』）で
あ
る
。

こ
の
中
で
周
王
堂
、
山
崎
書
房
、
元
書
堂
上
久
知
の
名
乗
っ
た
住

所
で
あ
る
「
西
区
江
戸
堀
北
通
二
丁
目
二
十
九
番
地
」
と
上
久
知
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注
意
申
上
候
／
大
阪
西
区
江
戸
堀
北
通
弐
丁
目
廿
九
番
地
／
周
王

堂
」、
明
治
二
十
一
年
六
月
十
四
日
『
東
雲
新
聞
』
に
「
古
本
并

古
物
諸
品
買
入
及
融
通
成
丈
ケ
御
注
意
可
仕
候
御
申
込
之
程
奉
御

願
上
候
謹
拝
／
書
林
古
物
商　

周
王
堂
」
と
見
え
る
。
そ
も
そ
も

古
書
の
扱
い
が
営
業
の
柱
で
、
こ
の
時
期
に
書
籍
安
売
を
、
別
店

を
装
っ
た
り
し
な
が
ら
地
方
に
展
開
し
て
み
た
も
の
な
の
で
あ
ろ

う
。（
原
田
）

2
　
大
坂
屋
本
店
・
丸
屋
書
店
・
東
雲
堂

　

大
坂
屋
本
店
に
つ
い
て
は
明
治
十
九
年
九
月
二
十
一
日
の
『
佐

賀
新
聞
』
等
、
丸
屋
書
店
は
明
治
二
十
年
一
月
十
三
日
の
『
信
濃

毎
日
新
聞
』
等
に
掲
載
さ
れ
た
安
売
広
告
を
比
較
し
て
み
る
。
広

告
記
載
の
大
坂
屋
本
店
の
住
所
は
大
坂
久
宝
寺
橋
谷
町
東
入
、
丸

屋
書
店
は
大
阪
府
久
宝
寺
町
通
谷
町
一
番
地
で
あ
り
、
前
者
に
番

地
等
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
同
一
で
あ
る
可
能
性
は
高

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

広
告
の
見
出
し
は
そ
れ
ぞ
れ
「
書
籍
臨
時
本
日
ヨ
リ
向
フ
三
十

日
間
非
常
大
安
売
広
告
」、「
本
日
ヨ
リ
向
三
十
日
間
大
競
争
大
安

売
広
告
」
と
な
っ
て
お
り
、「
非
常
」「
大
競
争
」
な
ど
の
異
な
る

表
現
は
あ
る
も
の
の
か
な
り
似
て
い
る
。

　

丸
屋
書
店
広
告
は
見
出
し
と
書
目
の
み
で
あ
る
が
、
大
坂
屋
本

店
の
広
告
に
は
、「
目
下
は
何
事
も
勉
強
す
る
者
か
勝
の
世
の
中

四
日
か
ら
明
治
二
十
年
四
月
十
日
ま
で
、
周
王
堂
名
の
も
の
が
明

治
十
九
年
八
月
二
十
六
日
か
ら
明
治
二
十
年
六
月
九
日
ま
で
、
上

久
知
伊
継
名
の
も
の
は
明
治
二
十
年
二
月
六
日
か
ら
同
年
十
一
月

十
三
日
ま
で
、
大
坂
学
友
社
支
局
名
の
も
の
は
明
治
二
十
年
四
月

十
日
か
ら
同
月
十
五
日
ま
で
、
元
書
堂
名
の
も
の
は
明
治
二
十
年

四
月
二
十
二
日
か
ら
同
年
十
一
月
十
三
日
ま
で
で
あ
り
、
期
間
を

重
複
さ
せ
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
紙
に
広
告
を
出
し
続
け
、
全

体
で
は
比
較
的
長
期
に
わ
た
る
。

　

大
坂
学
友
社
支
局
名
の
広
告
は
『
防
長
新
聞
』
に
し
か
確
認
で

き
な
い
が
、
他
は
、
北
は
『
北
海
新
聞
』、
南
は
『
熊
本
新
聞
』

ま
で
多
く
の
地
方
紙
に
確
認
で
き
る
。
中
で
も
『
山
梨
日
日
新

聞
』
や
『
岐
阜
日
日
新
聞
』、『
福
岡
日
日
新
聞
』
で
多
く
見
ら
れ

る
。

　

周
王
堂
が
明
治
十
九
年
十
二
月
六
日
『
岐
阜
日
日
新
聞
』
等
に

載
せ
た
「
又
と
な
き
極
大
安
売
の
広
告
」
と
上
久
知
伊
継
が
二
十

年
三
月
二
十
日
『
佐
賀
新
聞
』
に
載
せ
た
「
又
も
な
き
大
安
売
の

広
告
」
は
、
広
告
文
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
書
目
は
元
書
堂
名
で

二
十
年
十
一
月
九
日
『
福
岡
日
日
新
聞
』
等
に
掲
載
し
た
も
の
も

含
め
て
一
致
す
る
。

　

な
お
、
書
籍
安
売
で
は
な
い
周
王
堂
名
の
広
告
が
大
阪
紙
に
確

認
で
き
る
。
明
治
二
十
年
七
月
五
日
『
浪
花
新
聞
』
に
「
古
本
売

買
／
○
府
下
中
申
込
ノ
都
合
ニ
付
御
融
通
願
上
候
／
○
小
説
諸
々

書
籍
御
注
文
ノ
節
ハ
為
換
ニ
テ
申
込
被
下
成
丈
ケ
他
店
ヨ
リ
モ
御
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3
　
近
江
屋
本
店
・
竹
簡
堂

　

近
江
屋
本
店
広
告
の
住
所
表
記
は
「
大
坂
東
区
釣
鐘
町
一
丁
目

二
十
三
番
地
」、
竹
簡
堂
は
「
大
坂
東
区
釣
鐘
町
一
丁
目
高
倉
筋

南
入
」
と
な
っ
て
い
る
。
地
図
上
で
お
お
よ
そ
の
一
致
が
見
ら
れ
、

同
地
で
あ
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
。
広
告
掲
載
期
間
は
、
前

者
が
明
治
十
九
年
十
月
六
日
か
ら
十
二
月
五
日
の
六
十
日
間
、
後

者
が
十
一
月
十
三
日
か
ら
十
二
月
十
一
日
と
、
二
十
二
日
間
の
重

複
が
み
ら
れ
る
。
掲
載
紙
の
分
布
を
み
る
と
、
竹
簡
堂
が
広
告
を

出
し
て
い
る
地
域
へ
は
近
江
屋
本
店
も
広
告
を
出
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
同
一
紙
へ
の
掲
載
は
時
期
を
隔
て
て

い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

　

広
告
文
は
基
本
的
に
異
な
る
も
の
を
使
用
し
て
い
る
が
、
次
に

示
す
近
江
屋
本
店（
明
治
十
九
年
十
一
月
二
日
『
静
岡
大
務
新

聞
』）と
竹
簡
堂（
同
年
同
月
十
三
日
・
十
四
日
『
福
井
新
聞
』）の

も
の
だ
け
は
一
致
し
て
い
る
。

抑
々
東
都
ノ
地
ヨ
リ
此
浪
華
ニ
耳
ヲ
立
鼻
ヲ
高
フ
シ
テ
支
店
ヲ

設
ケ
、
書
籍
稗
史
小
説
ノ
元
祖
大
安
売
正
札
附
ノ
広
告
ヲ
此
地

ニ
発
シ
タ
ル
以
来
、
諸
方
華
主
諸
君
ハ
四
方
八
方
上
下
ヨ
リ
モ

陸
続
ノ
御
来
車
ヲ
蒙
リ
、
日
ニ
月
ニ
繁
栄
隆
盛
ナ
ル
コ
ト
偏
ニ

諸
彦
ノ
賜
フ
所
ナ
リ
。
今
哉
既
ニ
七
周
年
ノ
期
ニ
際
シ
増
々
一

層
ノ
奮
勉
ヲ
起
シ
、
元
祖
大
安
売
ノ
名
義
ニ
背
カ
ザ
ル
ノ
価
ヲ

に
て
…
…
」
と
始
ま
る
広
告
文
を
書
目
の
前
に
据
え
て
い
る
。
こ

れ
は
明
治
十
九
年
二
月
二
日
『
静
岡
大
務
新
聞
』
所
掲
信
文
堂
書

店
広
告
以
来
、
多
数
の
安
売
業
者
が
剽
窃
し
て
き
た
文
章
で
あ
る
。

　

こ
の
広
告
文
の
有
無
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
書
目
の
内
容
は

ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
掲
載
順
も
一
致
し
て
い
て
、
安
売
価
格
に

多
少
の
差
異
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
価
格
の
異
な
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
丸
屋
書
店
の
方
が
大
坂
屋
本
店
よ
り
も
安
い
設
定
と
な
っ

て
い
る
。
大
坂
屋
本
店
の
ほ
う
が
安
か
っ
た
の
は
、
定
価
五
円
の

『
絵
本
太
閤
記
』
の
み
で
あ
り
、
大
坂
屋
本
店
が
一
円
三
十
銭
、

丸
屋
書
店
が
四
円
七
十
銭
と
な
っ
て
い
た
。
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

　

以
上
、
実
際
の
住
所
が
同
一
ら
し
い
こ
と
や
書
目
が
ほ
と
ん
ど

一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
店
は
実
質
的
に
は
同
じ
書
店
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
確
認
で
き
る
大
坂
屋
本
店
の
広

告
掲
載
期
間
は
明
治
十
九
年
八
月
十
五
日
か
ら
同
年
十
一
月
二
十

一
日
ま
で
で
、
丸
屋
書
店
は
明
治
二
十
年
一
月
十
三
日
か
ら
同
年

五
月
十
七
日
ま
で
と
、
掲
載
期
間
は
大
き
く
ず
れ
て
い
る
。
大
坂

屋
本
店
は
丸
屋
書
店
と
名
前
を
変
え
て
、
同
様
の
方
法
・
内
容
で

再
度
安
売
を
行
っ
た
も
の
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
丸
屋
書
店
広

告
の
価
格
が
安
く
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
は
、
時
期
が
下
っ

て
い
る
の
で
安
売
の
相
場
が
下
落
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
し
、

売
れ
残
っ
て
い
た
本
を
よ
り
安
く
し
て
売
り
捌
こ
う
と
し
た
も
の

か
も
し
れ
な
い
。（
湯
沢
）
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4
　
九
皐
堂
・
博
愛
書
院

　

広
告
上
、
九
皐
堂
は
「
大
坂
東
区
船
越
町
二
丁
目
十
三
番
地
」、

博
愛
書
院
は
「
大
坂
東
区
船
越
町
御
祓
筋
西
ヘ
入
ル
十
三
番
地
」

と
異
な
る
表
現
で
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
同
地
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

　

九
皐
堂
の
安
売
り
広
告
は
、
明
治
十
九
年
七
月
初
旬
か
ら
九
月

下
旬
の
三
ヶ
月
ほ
ど
の
間
、
一
定
期
間
お
き
に
掲
載
紙
と
内
容
を

変
え
て
掲
載
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
明
治
十
九
年
七
月

六
日
か
ら
同
月
十
三
日
ま
で
の
間
は
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』
や

『
福
井
新
聞
』、『
福
岡
日
日
新
聞
』
を
中
心
に
「
書
籍
臨
時
本
日

ヨ
リ
向
フ
三
十
日
間
非
常
大
安
売
広
告
」
と
題
し
て
「
目
下
は
何

事
も
勉
強
す
る
者
か
勝
の
世
の
中
に
て
何
商
何
職
に
拘
は
ら
ず
安

売
の
競
争
を
す
る
時
節
に
候
間
」
と
始
ま
る
広
告
文
と
三
段
ほ
ど

の
書
目
を
掲
げ
る
広
告
で
あ
る
。
つ
い
で
、
七
月
十
三
日
か
ら
十

七
日
ま
で
は
、『
福
井
新
聞
』
や
『
鎮
西
日
報
』
を
中
心
に
「
書

籍
特
別
非
常
大
安
売
広
告
」
と
題
し
て
『
大
日
本
法
律
規
則
全

法
』
と
『
色
事
の
教
』
の
二
点
の
広
告
を
掲
載
し
て
い
る
。
七
月

二
十
日
か
ら
八
月
十
一
日
ま
で
の
間
、『
熊
本
新
聞
』
と
『
信
陽

日
報
』
に
「
書
籍
臨
時
本
日
ヨ
リ
向
フ
三
十
日
間
非
常
大
安
売
広

告
」
を
再
度
掲
出
し
、
八
月
二
十
四
日
か
ら
同
年
九
月
八
日
ま
で

は
『
信
陽
日
報
』
の
み
に
「
特
別
直
下
ゲ
広
告
」
と
題
し
て
『
通

以
テ（
十
一
月
廿
一
日
よ
り
十
二
月
卅
日
迄
）ノ
五
十
日
間
ヲ
期

シ
、
右
祝
意
ヲ
表
セ
ン
為
メ
一
層
無
類
ノ
大
安
売
ヲ
相
始
メ
、

自
今
大
流
行
ノ
新
版
書
類
ヲ
左
ニ
列
挙
シ
タ
レ
バ
、
能
ク
〳
〵

御
検
覧
ノ
上
不
相
変
ノ
御
愛
顧
コ
ソ
願
ハ
敷
存
ジ
升
。（
句
読

点
を
補
っ
た
。
以
下
同
じ
）

　

竹
簡
堂
が
こ
の
広
告
文
を
初
め
て
使
用
し
た
十
一
月
十
三
日
は

広
告
掲
載
初
日
で
あ
る
。
十
一
月
二
日
に
近
江
屋
本
店
名
義
で
掲

載
し
た
広
告
文
を
、
竹
簡
堂
名
で
の
営
業
開
始
に
あ
た
り
、
そ
の

ま
ま
使
用
し
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
近
江
屋
本
店（
明
治
十
九
年
十
一
月
二
十
六
日
『
新
潟

新
聞
』）と
竹
簡
堂（
同
年
同
月
十
四
日
『
山
陰
新
聞
』）の
広
告
掲

載
の
書
目
を
比
較
し
て
み
る
。
竹
簡
堂
で
数
冊
売
価
が
不
明
な
も

の
が
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
の
売
価
は
両
書
店
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
定
価
一
円
二
十
銭
の
『
日
本
開
闢
由
来
記
』
は
、
竹
簡

堂
の
売
価
は
十
八
銭
、
近
江
屋
本
店
の
売
価
は
八
十
銭
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
誤
植
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
両
者
の
明

確
な
差
異
と
し
て
取
り
上
げ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。

　

以
上
に
よ
り
、
近
江
屋
本
店
と
竹
簡
堂
と
の
間
に
何
ら
か
の
関

係
が
あ
る
こ
と
は
歴
然
で
あ
る
。
広
告
掲
載
時
期
が
重
な
っ
て
い

る
の
で
、
同
一
の
経
営
主
体
が
店
名
と
住
所
表
記
と
を
変
え
て
広

告
を
出
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
一
番
妥
当
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。（
乙
部
）
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も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
原
田
）

5
　
弘
文
堂
・
博
聞
堂
支
店

　

弘
文
堂
は
「
大
阪
北
区
筑
前
橋
北
詰
東
ヘ
入
」、
博
聞
堂
支
店

は
「
大
阪
北
区
家
是
町
三
十
三
番
地
」
と
広
告
に
は
住
所
が
表
記

さ
れ
て
い
る
。
一
見
別
の
住
所
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
同
地
で
あ

る
こ
と
が
地
図
で
確
認
で
き
る
。
広
告
掲
載
期
間
は
、
前
者
が

『
鎮
西
日
報
』
に
明
治
十
九
年
七
月
八
日
か
ら
十
日
の
二
日
間
、

後
者
は
『
福
島
新
聞
』
に
同
年
八
月
の
二
十
五
日
か
ら
二
十
九
日

の
四
日
間
で
あ
る
。
前
者
の
広
告
掲
載
最
終
日
か
ら
四
十
六
日
後

に
後
者
の
広
告
掲
載
が
始
ま
っ
て
お
り
、
期
間
の
重
複
は
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
広
告
は
一
紙
の
み
へ
の
掲
載
で
あ
り
地
域
的
な
重
複
も

な
い
。

　

弘
文
堂
の
広
告
は
『
絵本
徳
川
十
五
代
記
』
に
つ
い
て
の
も
の
で

「
●
至
急
報
知　

期
限
の
後
ハ
定
価
に
復
す
／
絵本
徳
川
十
五
代
記　

全
／
●
西
洋
綴
最
良
美
本
全
一
冊
●
紙
数
五
百
ペ
ー
ジ
●
郵
税
廿

六
銭
●
定
価
金
二
円
の
処
七
月
一
日
よ
り
二
十
日
の
間
、
特
別
大

安
売
紙
費
五
十
五
銭
に
て
差
上
可
申
候
間
、
至
急
御
注
文
被
下
度

候
●
着
金
次
第
即
日
送
本
す
若
し
遅
滞
の
節
は
郵
税
先
払
ひ
の
御

催
促
は
固
よ
り
辞
せ
ず
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
博
聞
堂
支
店
の

広
告
は
「
●
出
版
売
出
し
の
祝
と
し
て
本
日
よ
り
向
ふ
二
十
日
間

特
別
減
価
発
売
広
告
／
版
権

特
有
絵
本
明
治
太
平
記
／
西
洋
綴
最
良
美

俗
花
柳
春
話
』『
春
窓
綺
話
』
の
広
告
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

一
方
博
愛
書
院
の
広
告
は
、
九
皐
堂
の
広
告
が
見
ら
れ
な
く
な

っ
て
か
ら
掲
載
が
始
ま
る
。
十
月
二
十
二
日
の
『
山
梨
日
日
新

聞
』
と
同
月
二
十
四
日
の
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
に
「
一
周
年
の
祝

及
び
第
二
回
大
安
売
広
告
」
と
題
し
た
広
告
を
掲
載
す
る
。
こ
の

表
題
と
「
弊
店
儀
諸
君
の
御
愛
顧
を
蒙
り
過
日
メ
チ
ヤ
〳
〵
売
相

始
め
候
処
」
と
始
ま
る
広
告
文
は
、
先
掲
近
江
屋
本
店
が
十
月
六

日
『
鎮
西
日
報
』
か
ら
掲
載
仕
始
め
た
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
ま

た
、
十
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
『
福
井
新
聞
』
に

「
百
周
回
期
の
大
祝
に
附
御
礼
の
為
十
月
廿
日
よ
り
向
ふ
卅
日
間

特
別
非
常
書
籍
大
安
売
広
告
」
と
題
し
た
広
告
を
掲
載
す
る
が
、

以
後
博
愛
書
院
の
広
告
は
見
か
け
な
い
。「
近
頃
書
籍
商
の
競
争

は
大
流
行
に
て
」
と
始
め
る
広
告
文
と
も
ど
も
、
十
月
二
日
『
福

井
新
聞
』
か
ら
掲
載
を
始
め
る
近
江
屋
書
店
の
も
の
と
同
一
で
あ

る
。

　

鈴
木
俊
幸
『
近
世
読
者
と
そ
の
ゆ
く
え
』（
二
〇
一
七
年
、
平
凡

社
）所
収
論
考
「
信
州
北
安
曇
郡
清
水
又
居
の
書
籍
購
入
」
に
、

清
水
又
居
の
依
頼
を
受
け
て
、
大
阪
在
住
の
清
水
勇
次
郎
が
九
皐

堂
か
ら
書
籍
を
購
入
し
た
旨
を
報
じ
る
八
月
二
十
九
日
付
勇
次
郎

書
簡
の
存
在
を
紹
介
し
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
店
舗
を
構
え
て
存

在
し
て
い
た
書
店
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
店
舗
を
博

愛
書
院
に
そ
の
ま
ま
譲
り
渡
し
た
と
い
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い
が
、
住
所
の
表
現
と
店
名
と
を
変
え
て
同
様
の
商
売
を
試
み
た
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行
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
地
元
紙
へ
の
安
売
広
告
掲
載
が

『
大
坂
日
報
』
へ
の
二
件
だ
け
で
、
大
半
が
地
方
紙
へ
の
掲
載
で

あ
る
の
は
、
や
は
り
地
方
紙
に
広
告
を
出
す
ほ
う
が
よ
ほ
ど
の
旨

味
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
文
宝
堂
本
店
は
、
四
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
『
山
陽

新
報
』、
三
十
日
か
ら
五
月
五
日
『
新
潟
新
聞
』、
同
月
六
日
か
ら

十
日
『
熊
本
新
聞
』、
十
一
日
『
京
都
日
出
新
聞
』、
十
三
日
か
ら

十
九
日
『
佐
賀
新
聞
』、
六
月
十
七
日
か
ら
二
十
二
日
『
普
通
新

聞
』、
七
月
四
・
六
日
『
海
南
新
聞
』、
七
月
十
一
・
十
二
日
『
高

知
日
報
』
に
「
書
籍
非
常
廉
価
売
捌
広
告
」
と
題
し
、「
現
時
書

籍
ノ
安
売
熾
ニ
流
行
シ
」
と
始
ま
る
広
告
を
掲
載
す
る
。
こ
の
広

告
文
は
明
治
十
八
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
三
日
間
『
福
岡
日
日
新

聞
』
に
掲
載
し
た
北
尾
禹
三
郎
広
告
か
ら
大
部
分
を
剽
窃
し
て
い

る
が
、
そ
れ
は
措
い
て
お
く
。
注
目
し
た
い
の
は
大
日
本
文
学
会

本
部
の
広
告
で
、
明
治
十
九
年
六
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
三
日

『
福
岡
日
日
新
聞
』
に
掲
出
し
た
も
の
が
管
見
の
限
り
一
番
古
い
。

こ
れ
が
上
述
の
文
宝
堂
広
告
と
ま
っ
た
く
同
じ
な
の
で
あ
る
。
こ

の
広
告
は
同
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
の
『
新
潟
新
聞
』
に
も

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
大
日
本
文
学
会
本
部
の
所
付
は
『
福
岡
日
日

新
聞
』
で
は
「
北
久
宝
寺
町
心
斎
橋
筋
北
入
」
と
な
っ
て
い
る

（『
新
潟
新
聞
』
広
告
で
は
「
北
久
宝
寺
町
心
斎
橋
筋
南
へ
入
」
と

な
っ
て
い
る
が
、
同
紙
面
掲
載
の
『
新
規

発
明
無
言
伝
話
法
』
の
予
約

募
集
広
告
で
は
「
北
久
宝
寺
町
心
斎
橋
筋
北
入
東
側
」
と
な
っ
て

本
全
一
冊　

定
価
金
二
円
／
特
別
減
価
六
十
五
銭　

府
外
逓
送
税

廿
六
銭（
以
下
略
）」
と
い
う
も
の
で
『
絵
本
明
治
太
平
記
』
に
つ

い
て
の
も
の
で
あ
る（
八
月
十
七
日
『
防
長
新
聞
』
を
皮
切
り
に

各
紙
に
掲
載
す
る
大
阪
文
学
舎
の
広
告
と
同
一
）。
書
籍
は
異
な

る
も
の
の
、
二
十
日
間
の
大
安
売
り
で
あ
る
こ
と
、
定
価
二
円
の

「
西
洋
綴
最
良
美
本
全
一
冊
」
の
販
売
で
あ
る
こ
と
な
ど
共
通
し

て
い
る
。
上
記
の
よ
う
に
住
所
も
一
致
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
広

告
主
が
実
質
的
に
同
一
で
あ
る
可
能
性
は
非
常
に
高
い
と
い
え
よ

う
。（
乙
部
）

6
　
文
宝
堂
・
大
日
本
文
学
会
本
部

　

文
宝
堂
本
店
和
田
庄
蔵
は
、
明
治
十
八
年
よ
り
稗
史
小
説
な
ど

の
出
版
を
行
う
一
方
、
明
治
十
八
年
十
二
月
十
六
日
『
福
岡
日
日

新
聞
』
を
皮
切
り
に
、
盛
ん
に
書
籍
安
売
広
告
を
地
方
紙
に
掲
載

し
て
い
る
店
で
あ
る
。
明
治
十
九
年
六
月
十
六
・
十
七
日
に
『
大

坂
日
報
』
に
「
書
籍
見
切
大
安
売
広
告
」
を
掲
載
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
例
外
的
で
、
安
売
広
告
掲
載
の
ほ
と
ん
ど
は
九
州
・
中
国

地
方
、
信
越
地
方
を
中
心
と
し
た
地
方
紙
で
あ
る
。
薬
品
も
扱
っ

て
い
て
、
そ
の
広
告
や
自
店
出
版
書
の
広
告
は
『
朝
日
新
聞
』
な

ど
地
元
紙
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
。
住
所
は
南
久
太
郎
町
四
丁
目
心

斎
橋
筋
南
入
東
側
で
、『
大
坂
日
報
』
に
も
安
売
広
告
を
掲
載
し

た
の
は
、
地
元
の
人
間
に
も
対
応
で
き
る
実
質
を
伴
っ
た
営
業
を
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『
弥
生
新
聞
』（
一
回
）、『
普
通
新
聞
』（
七
回
）、『
中
越
新
聞
』（
二

回
）、『
山
陰
新
聞
』（
四
回
）、『
新
潟
新
聞
』（
二
回
）、『
岐
阜
日
日

新
聞
』（
二
回
）、『
福
岡
日
日
新
聞
』（
二
回
）、『
伊
勢
新
聞
』（
三

回
）、『
信
濃
毎
日
新
聞
』（
二
回
）、『
佐
賀
新
聞
』（
一
回
）、『
岩
手

新
聞
』（
五
回
）、『
山
梨
日
日
新
聞
』（
一
回
）、『
土
陽
新
聞
』（
一

回
）に
そ
れ
ぞ
れ
広
告
を
載
せ
て
い
た
。
い
っ
ぽ
う
赤
穂
書
舗
は
、

『
普
通
新
聞
』（
七
回
）、『
鎮
西
日
報
』（
八
回
）、『
佐
賀
新
聞
』（
一

回
）、『
扶
桑
新
報
』（
一
回
）、『
山
陰
新
聞
』（
四
回
）、『
福
岡
日
日

新
聞
』（
二
回
）、『
秋
田
日
日
新
聞
』（
一
回
）、『
山
梨
日
日
新
聞
』

（
一
回
）、『
海
南
新
聞
』（
一
回
）、『
新
潟
新
聞
』（
二
回
）、『
福
井

新
聞
』（
一
回
）へ
の
掲
載
が
確
認
で
き
た
。

　

鶴
城
堂
と
赤
穂
書
舗
で
共
通
す
る
掲
載
先
で
あ
る
『
鎮
西
日

報
』・『
熊
本
新
聞
』・『
山
陰
新
聞
』・『
福
岡
日
日
新
聞
』・『
佐
賀

新
聞
』・『
山
梨
日
日
新
聞
』・『
新
潟
新
聞
』
の
掲
載
回
数
は
ま
っ

た
く
同
じ
で
あ
っ
た
。
店
舗
の
住
所
が
実
質
的
に
ま
っ
た
く
同
じ

で
あ
る
こ
と
、
広
告
掲
載
期
間
が
截
然
と
分
か
れ
て
い
る
こ
と
、

広
告
掲
載
先
や
回
数
か
ら
戦
略
姿
勢
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

同
じ
店
が
別
の
店
と
し
て
振
る
舞
っ
て
い
た
可
能
性
が
き
わ
め
て

高
い
と
思
わ
れ
る
。（
小
野
澤
）

8
　
大
阪
文
学
舎
・
紀
伊
国
屋
・
明
光
堂

　

紀
伊
国
屋
は
「
大
坂
越
中
橋
南
詰
西
へ
入
浜
側
」、
明
光
堂
は

お
り
、「
南
入
」
は
誤
植
で
あ
ろ
う
）。
こ
の
住
所
は
、
文
宝
堂
の

「
南
久
太
郎
町
心
斎
橋
筋
南
入
東
側
」
と
実
質
的
に
同
じ
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
大
日
本
文
学
会
本
部
」
は
、

文
宝
堂
が
自
店
で
は
な
い
こ
と
を
装
う
た
め
に
一
時
的
に
使
用
し

た
名
称
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。（
鈴
木
）

7
　
鶴
城
堂
書
房
・
赤
穂
書
舗

　

鶴
城
堂
の
住
所
は
、
明
治
十
九
年
三
月
十
一
日
以
前
ま
で
に
発

行
さ
れ
た
新
聞
に
は
、「
大
坂
東
区
伏
見
町
御
堂
筋
西
へ
入
」、
そ

れ
以
降
の
新
聞
に
は
「
大
坂
東
区
高
麗
橋
一
丁
目
四
番
地
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
赤
穂
書
舗
の
住
所
は
「
大
阪
高
麗
橋
通
八

百
屋
町
東
へ
入
北
側
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
見
両
者
の
店
舗
は

近
く
な
が
ら
も
違
う
場
所
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
当
時
の

地
図
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
鶴
城
堂
と
赤
穂
書
舗
の
住
所
は
実
質

的
に
は
ま
っ
た
く
同
じ
場
所
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

鶴
城
堂
は
明
治
十
九
年
一
月
二
十
八
日
か
ら
同
年
四
月
二
十
日

ま
で
広
告
を
掲
載
し
て
い
る
の
に
対
し
、
赤
穂
書
舗
は
同
年
五
月

四
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
広
告
を
掲
載
し
て
い
る
。
時
期
を
ず
ら

し
て
広
告
を
掲
載
す
る
こ
と
で
同
じ
店
で
あ
る
と
さ
と
ら
れ
な
い

よ
う
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
広
告
の
掲
載
先
・
回
数
を
確
認
し
て
み
た
い
。
ま

ず
、
鶴
城
堂
は
、『
鎮
西
日
報
』（
八
回
）、『
熊
本
新
聞
』（
六
回
）、
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が
広
告
を
載
せ
て
い
た
期
間
は
明
治
十
九
年
の
八
月
中
旬
か
ら
九

月
末
ま
で
の
約
一
か
月
。
同
年
八
月
十
四
日
の
『
信
陽
日
報
』
に

始
ま
り
、
九
月
三
十
日
の
『
紫
溟
新
報
』
に
終
わ
る
。
掲
載
紙
は
、

東
北
・
中
部
・
九
州
と
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
ら
の
掲
載
紙
の
中

で
、
明
光
堂
・
紀
伊
国
屋
と
重
な
る
の
は
『
出
羽
新
聞
』
で
あ
る
。

大
阪
文
学
舎
は
『
出
羽
新
聞
』
に
同
年
八
月
二
十
八
・
二
十
九
日

に
広
告
を
掲
載
し
て
い
る
。
明
光
堂
が
広
告
を
出
し
た
の
は
『
出

羽
新
聞
』
の
一
紙
の
み
で
、
同
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
十
一
月
五

日
の
間
に
五
回
広
告
を
載
せ
て
い
る
。
紀
伊
国
屋
も
同
じ
く
『
出

羽
新
聞
』
に
の
み
、
十
二
月
十
一
日
一
回
だ
け
広
告
を
掲
載
し
て

い
る
。

　

さ
て
、
明
治
十
九
年
十
月
十
三
日
『
朝
日
新
聞
』
に
は
「
大
阪

文
学
舎
ハ
当
店
ニ
関
係
更
ニ
ナ
シ
花
客
ノ
誤
認
無
之
様
広
告
ス　

東
京
文
学
社
大
阪
支
店
」
と
い
う
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
東

京
文
学
社
は
明
治
二
十
年
ご
ろ
か
ら
主
と
し
て
教
育
用
書
籍
の
出

版
・
販
売
を
手
掛
け
て
い
る
。
こ
の
広
告
か
ら
詳
し
い
事
情
は
わ

か
ら
な
い
が
、
東
京
文
学
社
に
と
っ
て
そ
の
大
阪
支
店
が
大
阪
文

学
舎
と
勘
違
い
さ
れ
る
と
迷
惑
な
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で

あ
ろ
う
。

　

大
阪
文
学
舎
・
紀
伊
国
屋
・
明
光
堂
を
名
乗
る
本
屋
は
そ
れ
ぞ

れ
一
ヶ
月
程
度
時
期
を
ず
ら
し
て
広
告
掲
載
を
し
て
い
る
。
ま
た

明
光
堂
と
紀
伊
国
屋
は
広
告
を
出
す
回
数
が
き
わ
め
て
少
な
く
、

こ
れ
も
不
審
で
あ
る
。
こ
の
三
店
が
実
際
は
同
じ
店
で
あ
っ
て
、

「
大
坂
西
区
土
佐
堀
四
丁
目
七
十
九
番
地
」、
大
阪
文
学
舎
が
「
大

阪
府
控
訴
院
西
へ
入
浜
側
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
広
告
に
所
付
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
紀
伊
国
屋
の
あ
る
越
中
橋
は
土
佐
堀
川
に
架
か
る

橋
で
あ
る
。
現
大
阪
市
西
区
土
佐
堀
二
丁
目
と
北
区
中
之
島
五
丁

目
を
南
北
に
結
ぶ
。
南
詰
は
橋
の
南
端
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
紀
伊
国
屋
は
今
の
西
区
土
佐
堀
二
丁
目
を
指
す
こ
と
に
な
る
。

明
光
堂
の
住
所
は
大
坂
西
区
土
佐
堀
四
丁
目
で
あ
り
、
現
在
の
西

区
土
佐
堀
を
指
し
て
い
る
と
分
か
る
。
現
在
の
土
佐
堀
は
一
〜
三

丁
目
ま
で
で
、
当
時
と
丁
の
区
切
り
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
現

在
の
土
佐
堀
一
〜
三
丁
目
の
ど
こ
か
に
明
光
堂
が
あ
っ
た
こ
と
に

な
る
。
大
阪
文
学
舎
の
住
所
に
あ
る
大
阪
府
控
訴
院
と
い
う
の
は

大
坂
上
級
裁
判
所
の
別
名
で
あ
る
。
こ
の
裁
判
所
は
明
治
九
年
か

ら
二
十
二
年
ま
で
当
時
の
土
佐
堀
四
丁
目
に
あ
っ
た
。
現
在
は
大

阪
上
等
裁
判
所
跡
碑
が
現
大
阪
市
土
佐
堀
二
丁
目
四
－
九
三
井
倉

庫
に
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
当
時
の
地
図
を
参
照
す
る
と
越
中
橋

の
南
端
、
土
佐
堀
通
り
四
丁
目
に
「
控
訴
」
と
裁
判
所
と
い
う
表

記
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
当
時
の
土
佐
堀
四
丁
目
は
現

在
の
土
佐
堀
二
丁
目
と
一
致
す
る
と
言
え
る
。
上
記
の
内
容
を
整

理
す
る
と
、
当
時
の
土
佐
堀
四
丁
目
は
現
在
の
土
佐
堀
二
丁
目
に

相
当
し
、
そ
の
土
佐
堀
二
丁
目
に
は
越
中
橋
の
南
端
が
あ
る
。
つ

ま
り
紀
伊
国
屋
、
明
光
堂
、
大
阪
文
学
舎
の
三
店
が
同
住
所
で
あ

る
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
と
言
え
る
。

　

次
に
広
告
の
掲
載
期
間
と
掲
載
紙
を
比
較
す
る
。
大
阪
文
学
舎
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法
を
悉
皆
詳
ら
か
に
且
つ
分
か
り
易
く
記
せ
る
者
に
て
一
た
び
此

書
を
読
む
時
は
不
具
の
子
孫
を
生
み
又
は
子
孫
を
絶
滅
し
或
は
一

身
を
損
傷
す
る
等
の
憂
な
か
る
べ
し
／（「
目
録
の
大
要
」
略
）／

発
売
本
舗　

大
坂
東
区
谷
町
筋
大
手
通
北
入
西
側　

駸
進
堂
書

舗
」
と
い
う
も
の
。
黄
池
洗
心
堂
書
舗
の
広
告
は
最
後
だ
け
「
発

売
本
舗　

大
坂
東
区
谷
町
二
丁
目
六
番
地　

黄
池
洗
心
堂
書
舗
」

（
六
月
十
八
日
『
防
長
新
聞
』）と
変
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
二

店
の
書
籍
広
告
は
こ
れ
以
外
確
認
で
き
な
い
。
店
名
変
更
の
理
由

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
駸
進
堂
書
舗（
そ
も
そ
も
駸
々
堂
に
紛

ら
わ
し
い
胡
散
臭
い
店
名
で
あ
っ
た
）の
店
名
で
広
告
を
出
す
こ

と
が
不
利
に
働
く
事
情
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
明
治

十
七
年
五
月
九
日
『
朝
日
新
聞
』
に
「
玉
宝
丸
」
な
る
薬
品
の
広

告
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
末
に
「
本
舗　

岐
阜
県
美
濃
国　

黄
池
金
右
衛
門
／
原
売
支
店　

大
坂
府
下
東
区
谷
町
二
丁
目
廿
六

番
地　

洗
心
堂
」
と
あ
る
。
番
地
が
少
々
異
な
る
が
、
黄
池
洗
心

堂
書
舗
と
同
店
か
と
思
わ
れ
る
。
も
と
も
と
薬
舗
で
あ
っ
た
が
、

ま
ず
駸
進
堂
書
舗
名
義
で
書
籍
に
も
手
を
出
し
て
み
た
と
い
う
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。

　

広
告
で
「
新
刻
」
を
う
た
っ
て
い
る
『
男
女
交
合
得
失
問
答
』

は
複
数
の
本
屋
か
ら
同
名
の
も
の
が
出
版
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
い

か
が
わ
し
い
本
の
人
気
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
が
、
二
百
ペ
ー
ジ
の

「
新
刻
」
本
は
今
の
と
こ
ろ
特
定
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
こ
の

『
新
刻　

男
女
交
合
得
失
問
答
』
の
広
告
は
、
ほ
ぼ
同
様
の
広
告

前
掲
東
京
文
学
社
大
阪
支
店
広
告
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
大

阪
文
学
舎
に
何
ら
か
の
問
題
が
出
来
し
た
た
め
呼
称
と
住
所
表
記

を
こ
と
さ
ら
変
え
て
営
業
を
継
続
し
て
い
た
も
の
な
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。（
畑
中
）

9
　
駸
進
堂
書
舗
・
黄
池
洗
心
堂
書
舗

　

駸
進
堂
書
舗
と
黄
池
洗
心
堂
書
舗
、
住
所
は
谷
町
二
丁
目
六
番

地
で
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る（
駸
進
堂
書
舗
は
「
大
坂
東
区
谷
町

筋
大
手
通
北
入
西
側
」
と
表
記
し
た
広
告
も
あ
る
が
同
地
で
あ

る
）。
駸
進
堂
書
舗
の
広
告
は
明
治
二
十
年
五
月
十
二
日
『
絵
入

東
海
新
聞
』
と
同
月
十
三
日
の
『
防
長
新
聞
』
に
確
認
で
き
る
。

黄
池
洗
心
堂
書
舗
の
広
告
は
同
年
六
月
十
八
日
『
防
長
新
聞
』
と

同
月
二
十
一
日
『
鎮
西
日
報
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く

は
『
防
長
新
聞
』
に
同
じ
広
告
を
再
度
掲
載
す
る
際
に
店
名
を
変

え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

広
告
内
容
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
五
月
十
二
日
『
絵
入
東

海
新
聞
』
を
も
っ
て
示
す
と
「
新
刻　

男
女
交
合
得
失
問
答　

西

洋
綴
美
本
全
一
冊
●
紙
数
二
百
ペ
ー
ジ
●
定
価
金
一
円
●
四
月
三

十
日
迄
発
兌
祝
に
付
非
常
の
大
安
売
元
価
金
二
十
銭
に
て
発
売
す

／
郵
券
代
用
は
一
割
半
増
●
郵
便
祝
い
は
一
部
に
付
き
十
銭
申
受

候
事
本
書
は
人
間
最
大
の
義
務
た
る
男
女
交
合
の
こ
と
を
説
き
そ

の
得
失
如
何
を
問
答
し
て
そ
の
身
を
保
ち
子
孫
を
繁
殖
す
る
の
方
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月
六
日
『
山
梨
日
日
新
聞
』
等
掲
載
の
大
坂
屋
書
店
の
広
告
に
つ

い
て
考
察
し
て
み
る
。

　

所
付
は
、
赤
穂
書
舗
は
「
大
坂
高
麗
橋
通
八
百
屋
町
東
入
北

側
」、
九
皐
堂
は
「
大
坂
東
区
船
越
町
二
丁
目
拾
三
番
地
」、
大
坂

屋
書
店
は
「
大
坂
東
区
久
宝
寺
橋
筋
谷
町
東
入
」
で
あ
り
、
一
致

し
て
い
な
い
。

　

見
出
し
文
は
、
赤
穂
書
舗
は
「
書
籍
臨
時
五
月
一
日
ヨ
リ
同
三

十
日
迄
非
常
大
安
売
広
告
」、
九
皐
堂
は
「
書
籍
臨
時
本
日
ヨ
リ

三
十
日
間
非
常
大
安
売
広
告
」、
大
坂
屋
書
店
は
「
実
録
書
籍
本

日
よ
り
向
ふ
三
十
日
間
非
常
大
安
売
広
告
」
で
あ
り
、
近
似
し
て

い
る
。
広
告
文
は
、
九
皐
堂
と
大
坂
屋
書
店
が
「
目
下
は
何
事
も

勉
強
す
る
者
か
勝
の
世
の
中
に
て
」
と
始
ま
る
も
の
で
、
近
似
し

て
い
る
。
書
目
は
、
九
皐
堂
と
大
坂
屋
書
店
の
も
の
が
、
定
価
と

安
売
価
格
を
含
め
、
概
ね
一
致
し
て
い
る
。
大
坂
屋
書
店
の
書
目

は
、
九
皐
堂
の
書
目
の
後
ろ
に
五
冊
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
赤

穂
書
舗
の
安
売
価
格
は
、
九
皐
堂
と
大
坂
屋
書
店
よ
り
も
少
し
低

く
な
っ
て
お
り
、
書
目
は
『
西
洋
天
一
坊
』
ま
で
の
二
段
は
一
致

し
て
い
る
。

　

広
告
掲
載
期
間
は
、
赤
穂
書
舗
は
明
治
十
九
年
五
月
四
日
か
ら

同
月
二
十
三
日
、
九
皐
堂
は
同
年
七
月
六
日
か
ら
九
月
二
十
七
日
、

大
坂
屋
書
店
は
同
年
八
月
十
五
日
か
ら
十
一
月
十
二
日
で
あ
り
、

期
間
は
重
複
し
て
い
る
。
以
上
、
赤
穂
書
舗
と
九
皐
堂
、
大
坂
屋

書
店
は
、
住
所
が
一
致
し
て
お
ら
ず
、
別
の
店
と
考
え
る
べ
き
で

文
で
他
の
書
店
も
出
し
て
い
る
。
五
月
三
日
『
絵
入
東
海
新
聞
』

の
近
江
屋
書
店（
大
阪
東
区
常
盤
町
一
丁
目
三
番
地
）広
告
が
先
行

し
、
安
売
価
格
は
二
十
五
銭
、
遅
れ
る
六
月
二
十
九
日
『
防
長
新

聞
』
の
東
洋
舘（
大
坂
東
区
内
淡
路
町
二
丁
目
二
十
四
番
地
）広
告

は
十
六
銭
で
あ
る
。
出
版
元
は
未
詳
で
あ
る
が
、
在
庫
を
売
り
切

る
た
め
に
ど
ん
ど
ん
卸
値
を
下
げ
て
、
多
く
の
業
者
を
語
ら
っ
て

広
告
を
出
さ
せ
た
も
の
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
さ
ら

に
遅
れ
る
十
二
月
四
日
『
絵
入
東
海
新
聞
』
の
川
井
美
津
書
店

（
大
坂
中
之
島
五
丁
目
常
安
橋
北
詰
一
丁
目
西
入
北
側
）は
三
十
八

銭
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き

か
わ
か
ら
な
い
。（
鈴
木
）

二
、
広
告
内
容
の
一
致
、
近
似
の
事
例

　

前
章
で
も
数
例
言
及
し
た
が
、
所
付
の
異
な
る
複
数
の
書
店
の

広
告
で
、
そ
の
見
出
し
・
広
告
文
・
書
目
・
価
格
が
一
致
す
る
事

例
も
少
な
く
な
い
。
第
一
章
の
事
例
で
あ
れ
ば
、
同
店
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
の
で
納
得
し
や
す
い
が
、
住
所
が
ま
る
で
異
な
る
書

店
で
広
告
を
同
じ
く
す
る
例
を
以
下
に
二
例
だ
け
掲
げ
る
。

1
　
赤
穂
書
舗
・
九
皐
堂
・
大
坂
屋
書
店

　

明
治
十
九
年
五
月
六
日
『
佐
賀
新
聞
』
等
掲
載
の
赤
穂
書
舗
、

同
年
七
月
二
十
八
日
『
静
岡
新
聞
』
等
掲
載
の
九
皐
堂
、
同
年
九
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広
告
文
も
見
出
し
と
同
じ
く
、
近
江
屋
書
店
と
博
愛
書
院
の
も

の
が
「
近
頃
書
籍
商
の
競
争
は
大
流
行
に
て
…
…
」
と
同
じ
も
の

で
あ
り
、
大
坂
屋
本
店
と
東
雲
堂
の
も
の
も
「
弊
店
儀
諸
君
の
御

引
立
を
蒙
り
過
日
メ
チ
ヤ
〳
〵
売
相
始
候
処
…
…
」
と
同
じ
文
章

が
使
わ
れ
て
い
る
。
書
目
も
、
配
列
と
も
ど
も
ほ
ぼ
一
致
し
て
い

る
。
こ
の
四
店
は
、
住
所
も
異
な
り
そ
れ
ぞ
れ
別
の
店
と
考
え
る

べ
き
で
あ
る
が
、
広
告
内
容
に
一
致
し
て
い
る
部
分
が
非
常
に
多

い
の
で
あ
る
。（
國
分
）

＊　
　
　
　
　

＊

　

以
上
二
例
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
所
在
地
を
異
に
し
て
い
て
明

ら
か
に
別
の
業
者
と
見
な
さ
ざ
る
を
え
な
い
店
に
つ
い
て
も
、
見

出
し
や
広
告
文
に
一
致
が
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
1
の
赤
穂
書

舗
・
九
皐
堂
・
大
坂
屋
書
店
に
つ
い
て
い
え
ば
、
見
出
し
文
・
広

告
文
・
書
目
・
価
格
が
三
店
で
す
べ
て
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
、
う
ち
二
つ
の
書
店
の
一
致
を
み
る
わ

け
で
あ
る
。
安
売
業
者
と
し
て
最
低
限
の
体
裁
を
整
え
る
た
め
に
、

ど
こ
か
の
書
店
の
安
売
広
告
を
模
倣
し
た
こ
と
は
可
能
性
の
う
ち

に
考
え
ら
れ
る
し
、
逆
に
承
知
の
上
で
の
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ

う
。
つ
ま
り
、
こ
の
部
分
的
な
一
致
が
、
結
託
を
変
に
勘
ぐ
ら
れ

な
い
た
め
、
怪
し
ま
れ
な
い
た
め
の
工
作
な
の
か
も
し
れ
な
い
し
、

書
店
の
怠
惰
に
発
す
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し

ろ
大
阪
と
縁
の
な
い
地
方
紙
読
者
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
疑
問
を

も
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
た
広
告
と
考
え
る
べ
き

あ
る
が
、
広
告
内
容
に
一
致
し
て
い
る
部
分
が
非
常
に
多
く
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。（
原
田
）

2
　
近
江
屋
書
店
・
大
坂
屋
本
店
・
東
雲
堂
・
博
愛
書
院

　

近
江
屋
書
店
・
大
坂
屋
本
店
・
東
雲
堂
・
博
愛
書
院
に
内
容
の

一
致
、
ま
た
近
似
す
る
広
告
を
確
認
で
き
る
。

　

近
江
屋
書
店
の
広
告
は
、
明
治
十
九
年
十
月
二
日
『
福
井
新

聞
』
を
皮
切
り
に
、
十
三
の
地
方
紙
に
同
年
十
一
月
十
一
日
『
福

岡
日
日
新
聞
』
ま
で
約
一
か
月
間
の
も
の
。
大
坂
屋
本
店
広
告
は
、

同
年
十
月
五
日
『
鎮
西
日
報
』
か
ら
同
年
十
一
月
十
九
日
『
秋
田

日
日
新
聞
』
ま
で
掲
載
の
も
の
、
東
雲
堂
広
告
は
、
明
治
十
九
年

十
月
二
十
五
日
『
山
梨
日
日
新
聞
』
か
ら
二
日
間
の
も
の
、
博
愛

書
院
広
告
は
、
明
治
十
九
年
十
月
二
十
六
日
『
鎮
西
日
報
』
か
ら

五
日
間
掲
載
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
四
店
の
広
告
は
、
開
始
す
る

日
は
違
う
が
同
じ
時
期
に
集
中
的
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

見
出
し
は
、
近
江
屋
書
店
広
告
が
「
百
周
回
期
の
大
祝
に
附
き

御
礼
の
為
十
月
一
日
よ
り
向
ふ
卅
日
間
特
別
非
常
書
籍
大
安
売
広

告
」、
博
愛
書
院
広
告
が
「
百
周
回
期
の
大
祝
に
附
御
礼
の
為
十

月
廿
日
よ
り
向
ふ
卅
日
間
特
別
非
常
書
籍
大
安
売
広
告
」
と
開
始

日
以
外
ま
っ
た
く
同
じ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
坂
屋
本

店
と
東
雲
堂
は
「
一
周
年
の
祝
及
び
第
二
回
大
安
売
広
告
」
と
い

う
同
じ
見
出
し
が
使
わ
れ
て
い
る
。
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さ
れ
ば
タ
ヾ
デ
差
上
升
な
ん
ぞ
と
云
大
安
売
は
致
さ
な
く
つ
て

も
イ
ヒ
ノ
ニ
、
さ
す
が
大
安
売
の
親
玉
大
隊
長
と
御
評
判
あ
る

か
ら
は
、
或
は
弊
店
の
繁
昌
を
羨
み
安
売
流
行
に
際
し
て
は

往
々
安
売
を
名
と
し
て
慢
り
に
不
当
の
価
を
貪
り
、
或
は
書
冊

乏
く
し
て
他
の
予
約
書
を
其
実
価
よ
り
低
価
よ
り
低
価
に
売
出

す
の
広
告
を
為
し
、
暗
に
買
意
を
惹
か
ん
と
す
る
も
の
あ
れ
ば
、

グ
ヅ
〳
〵
シ
チ
ヤ
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
八
月
十
日
よ
り
廿
五

日
迄
一
生
懸
命
に
て
ソ
コ
ヌ
ケ
大
々
安
売
致
し
升
か
ら
、
尚
倍

旧
の
御
愛
顧
を
以
て
永
当
々
々
御
注
文
の
程
偏
に
奉
希
上
候
。

但
府
外
蔚
御
注
文
の
分
は
九
月
十
日
迄
に
御
送
金
相
成
候
へ
ば

右
日
限
同
様
の
安
売
に
差
上
可
申
候
。

（
書
目
二
段
）

大
阪
心
斎
橋
北
詰

安
売
本
家　

駸
々
堂
本
店

●
以
下
数
百
種
他
店
広
告
よ
り
割
引
仕
候

　

こ
の
見
出
し
と
広
告
文
に
つ
い
て
は
、
明
治
十
九
年
九
月
八
日

『
鎮
西
日
報
』
掲
載
の
江
戸
屋
本
店
広
告
も
同
じ
な
の
で
あ
る
が

書
目
は
異
な
っ
て
い
る
。
山
崎
書
房
の
広
告
は
日
付
の
と
こ
ろ
以

外
書
目
も
含
め
て
駸
々
堂
の
も
の
と
同
一
で
あ
る
。
山
崎
書
房
は
、

周
王
堂
・
元
書
堂
上
口
伊
継
と
同
店
で
、
古
書
営
業
を
行
っ
て
い

た
こ
と
は
先
述
し
た
。
地
方
紙
で
安
売
を
展
開
す
る
際
に
仕
入
れ

も
含
め
て
駸
々
堂
か
ら
助
力
を
得
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
。（
乙
部
）

三
、‌�

駸
々
堂
・
東
京
屋
・
莵
屋
支
店
広
告
と
近
似
の

事
例

　

こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
の
も
、
広
告
内
容
が
か
な
り
の
程
度
一
致

す
る
事
例
で
あ
る
が
、
兎
屋
支
店
・
東
京
屋
・
駸
々
堂
と
い
っ
た

書
籍
安
売
に
関
し
て
は
質
量
と
も
主
導
し
た
書
店
が
大
阪
紙
に
掲

載
し
た
広
告
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
も
の
を
大
阪
以
外
の
地
方
紙
に
掲

載
し
て
い
る
書
店
の
事
例
で
あ
る
。

1
　
駸
々
堂
・
山
崎
書
房

　

駸
々
堂
が
明
治
十
九
年
八
月
十
・
十
一
日
『
朝
日
新
聞
』、
十

一
日
『
日
本
絵
入
新
聞
』『
大
阪
日
報
』
に
掲
載
し
た
安
売
広
告

と
、
山
崎
書
房
が
明
治
十
九
年
九
月
五
・
七
日
『
福
井
新
聞
』
に

掲
載
し
た
安
売
広
告
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
。

　

駸
々
堂
の
広
告
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

タ
ヾ
デ
差
上
升
ソ
コ
ヌ
ケ
競
争
大
安
売

弊
店
客
年
八
月
天
下
無
比
と
題
し
書
籍
大
安
売
相
始
め
、
其
以

来
も
引
続
き
時
々
大
安
売
施
行
致
し
候
処
、
格
別
御
客
様
方
の

御
意
に
相
叶
ひ
、
殊
の
外
の
御
愛
顧
を
蒙
り
、
い
つ
も
〳
〵
大

入
大
繁
昌
に
て
珍
し
き
売
高
に
達
し
、
難
有
仕
合
に
奉
存
候
。
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ま
た
価
格
に
関
し
て
も
一
部
に
差
異
が
み
ら
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て

は
江
戸
屋
本
店
の
方
が
僅
か
に
安
価
な
傾
向
に
あ
る
。

　

一
方
で
大
き
く
異
る
点
は
掲
載
紙
の
傾
向
で
あ
る
。
東
京
屋
が

『
日
本
絵
入
新
聞
』
や
『
朝
日
新
聞
』、『
京
都
日
出
新
聞
』
な
ど
、

都
市
部
の
主
要
紙
に
掲
載
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
江
戸
屋
本
店

は
地
方
紙
に
し
か
広
告
を
掲
載
し
て
い
な
い
。
東
京
屋
は
明
治
十

八
年
と
い
う
早
い
時
期
か
ら
安
売
広
告
を
出
し
て
お
り
、
江
戸
屋

本
店
は
十
九
年
八
月
十
九
日
の
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
へ
の
掲
載
が

初
の
広
告
と
な
る
。
ま
た
広
告
掲
載
の
終
了
時
期
は
東
京
屋
が
二

十
年
七
月
十
九
日
、
江
戸
屋
本
店
が
二
十
年
五
月
三
日
、
広
告
掲

載
数
は
東
京
屋
が
二
十
四
回
、
江
戸
屋
本
店
が
二
十
七
回
と
、
後

者
は
一
年
と
い
う
短
期
の
中
で
集
中
的
に
広
告
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

両
店
は
住
所
も
異
な
っ
て
お
り
同
一
の
店
で
あ
る
こ
と
は
考
え

に
く
い
。
書
目
や
広
告
文
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
と
は
い
え
、
広

告
文
の
微
妙
な
修
正
、
ま
た
価
格
を
設
定
し
直
し
て
い
る
様
子
を

見
る
と
、
東
京
屋
の
広
告
を
書
目
も
含
め
て
江
戸
屋
本
店
が
丸
ご

と
模
倣
し
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
に
く
い
。
江
戸
屋
本
店
の
正
体

が
突
き
止
め
ら
れ
な
い
以
上
、
あ
く
ま
で
も
可
能
性
の
域
を
出
な

い
が
、
同
じ
新
聞
紙
へ
の
掲
載
を
し
て
い
な
い
こ
と
や
扱
う
書
籍

が
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
両
店
の
間
に
お
い
て
何
ら
か
の
調
整

が
働
い
て
い
る
気
味
が
あ
り
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
仕
入
れ
、
ま
た

広
告
や
価
格
設
定
も
含
め
て
販
売
方
法
に
関
し
て
東
京
屋
と
提
携

関
係
に
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、

だ
ろ
う
か
。（
國
分
）

2
　
東
京
屋
・
江
戸
屋
本
店

　

東
京
屋
は
鶴
声
社
大
阪
支
店
で
大
阪
心
斎
橋
南
詰
西
側
に
店
を

構
え
て
い
た
。
江
戸
屋
本
店
は
広
告
に
「
東
区
常
盤
町
二
丁
目
六

番
地
」
と
住
所
を
記
し
て
い
て
ま
っ
た
く
別
の
場
所
で
あ
る
。

　

明
治
十
九
年
八
月
十
日
『
日
本
絵
入
新
聞
』、
十
一
日
『
朝
日

新
聞
』
に
改
進
堂
と
連
名
で
出
さ
れ
た
東
京
屋
の
書
籍
安
売
広
告

と
、
同
年
九
月
二
十
日
『
山
梨
日
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
江
戸

屋
本
店
の
書
籍
安
売
広
告
は
、
見
出
し
と
広
告
文
、
書
目
共
に
類

似
点
が
非
常
に
多
い
。
東
京
屋
の
見
出
し
と
広
告
文
は
「
正
価
不

係
無
利
益
売
／
当
今
江
湖
一
般
の
流
行
は
大
安
売
の
競
争
に
あ
れ

ば
今
般
弊
店
に
於
て
も
メ
チ
ヤ
〳
〵
売
の
広
告
仕
候
へ
ど
も
、
長

口
上
よ
り
は
書
目
御
一
覧
の
諸
君
は
成
程
廉
価
と
御
好
評
御
賛
成

の
上
何
卒
旧
倍
御
注
文
を
奉
希
上
候
。
幸
ひ
東
京
本
店
よ
り
新
古

版
の
数
種
荷
着
ニ
付
、
本
日
よ
り
廿
五
日
迄
遠
国
御
得
意
様
ハ
九

月
十
日
迄
に
御
申
越
可
被
下
候
。
尤
日
延
等
は
一
日
も
不
仕
候
」

で
あ
る
。
江
戸
屋
本
店
の
も
の
は
、「
東
京
本
店
よ
り
」
を
「
東

京
よ
り
」
に
変
え
て
い
る
と
こ
ろ
と
期
間
の
記
事
を
除
く
全
て
の

文
章
が
こ
れ
と
一
致
す
る
。
書
目
も
か
な
り
似
通
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
一
部
書
籍
に
関
し
て
、
江
戸
屋
本
店
に
あ
っ
て
東
京
屋
に

な
い
も
の
、
東
京
屋
に
あ
っ
て
江
戸
屋
本
店
に
な
い
も
の
も
あ
る
。
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を
比
較
し
て
み
る
と
、
東
京
屋
広
告
に
あ
っ
た
『
雲
妙
間
雨
夜

月
』『
怪
談
皿
屋
敷
実
伝
』『
中
将
姫
蓮
曼
陀
羅
』『
絵
本
常
夏
双

紙
』『
毛
剃
九
右
衛
門
記
』
の
五
点
を
欠
く
だ
け
で
、
こ
れ
以
外

定
価
・
売
価
も
同
一
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
箇
所
前
後
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
掲
載
順
も
同
一
で
あ
る
。
ま
た
、

二
十
年
一
月
十
一
日
『
鎮
西
日
報
』・
十
四
日
『
出
羽
新
聞
』・
十

八
日
『
山
陰
新
聞
』
に
泰
山
書
院（
大
坂
大
手
通
善
庵
筋
北
入
）が

掲
載
し
た
広
告
「
新
年
ノ
祝
」
は
「
各
位
諸
君
ノ
御
愛
顧
ヲ
蒙
リ

日
増
ニ
盛
業
ノ
域
ニ
達
シ
実
ニ
感
謝
ノ
至
リ
ニ
堪
ヘ
ス
。
就
テ
ハ

右
祝
ト
シ
テ
本
日
ヨ
リ
向
フ
三
十
日
間
五
歩
引
ニ
販
売
致
候
間
、

旧
ニ
増
シ
御
引
立
ヲ
願
ヒ
升
。
但
シ
郵
券
代
用
ハ
一
割
増
運
賃
ハ

十
円
デ
モ
百
円
ニ
テ
モ
御
自
弁
ノ
コ
ト
」
と
い
う
広
告
文
の
も
の

で
、
先
の
も
の
と
は
異
な
る
も
の
の
、
掲
げ
る
五
十
五
点
の
書
目

は
、
東
京
屋
の
書
目
の
最
初
か
ら
『
い
ろ
は
文
庫
続
篇
』
ま
で
の

五
十
六
点
の
う
ち
『
雲
妙
間
雨
夜
月
』
を
欠
く
の
み
で
、
そ
れ
以

外
は
す
べ
て
掲
載
順
も
同
じ
で
あ
る
。

　

近
江
屋
本
店
の
広
告
は
、
十
月
六
日
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
掲
載

の
も
の
か
ら
十
二
月
五
日
『
信
陽
日
報
』
ま
で
ほ
ぼ
二
ヶ
月
間
み

ら
れ
る
。
先
述
の
よ
う
に
竹
簡
堂
と
同
店
と
思
わ
れ
る
が
、
後
述

す
る
よ
う
に
、
竹
簡
堂
名
の
広
告
と
同
じ
く
兎
屋
書
店
の
広
告
と

大
き
く
重
な
る
も
の
を
近
江
屋
本
店
名
で
出
し
て
も
い
る
。
ま
た

博
愛
書
院
の
広
告
は
十
月
二
十
二
日
『
山
梨
日
日
新
聞
』
が
初
見

で
、
同
三
十
一
日
『
福
井
新
聞
』
を
最
後
に
以
後
見
か
け
な
い
。

東
京
屋
が
在
庫
を
地
方
ヘ
販
売
す
る
に
際
し
て
江
戸
屋
本
店
を
通

し
て
行
わ
せ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。（
湯
沢
）

3
　
東
京
屋
・
近
江
屋
本
店
・
泰
山
書
院
・
博
愛
書
院

　

こ
れ
も
東
京
屋
が
ら
み
の
事
例
で
あ
る
。

　

明
治
十
九
年
九
月
二
十
八
日
『
朝
日
新
聞
』
に
東
京
屋
が
京
都

改
進
堂
と
連
名
で
出
し
た
広
告
「
一
周
年
の
祝
及
び
第
二
回
大
安

売
広
告
」
は
百
五
十
点
の
書
目
を
掲
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
広
告

文
は
「
弊
店
儀
、
諸
君
の
御
引
立
を
蒙
り
、
過
日
メ
チ
ヤ
〳
〵
売

相
始
め
候
処
、
御
得
意
様
の
御
意
に
叶
ひ
存
外
の
売
高
に
上
り
候

に
付
、
右
御
礼
か
た
〳
〵
第
二
回
と
一
周
年
の
祝
と
欲
張
と
の
三

つ
を
兼
て
新
し
き
品
物
と
取
替
へ
、
九
月
廿
六
日
よ
り
十
月
十
日

迄
の
間
日
延
な
く
又
々
メ
チ
ヤ
〳
〵
売
相
始
候
間
、
遠
国
の
御
得

意
様
は
十
月
廿
五
日
迄
に
例
に
依
り
御
注
文
被
下
度
。
尚
左
の
書

目
御
一
覧
の
上
前
同
様
御
引
立
御
購
求
の
程
奉
願
上
候
也
」
と
あ

る
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
広
告
を
近
江
屋
本
店（
大
坂
東
区
釣
鐘

町
一
丁
目
二
十
三
番
地
）と
博
愛
書
院（
大
坂
東
区
船
越
町
御
祓
筋

西
ヘ
入
ル
十
三
番
地
）が
出
し
て
い
る
。
前
者
は
十
月
六
日
『
信

濃
毎
日
新
聞
』『
鎮
西
日
報
』
と
十
二
月
四
日
『
信
陽
日
報
』
掲

載
の
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
十
月
二
十
二
日
『
山
梨
日
日
新

聞
』・
同
二
十
四
日
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
の
も
の
で
あ
る
。
書
目



― 79 ―

よ
く
似
て
い
る
。（
原
田
）

5
　
莵
屋
支
店
・
鶴
城
堂
書
房

　

鶴
城
堂
書
房
の
広
告
は
明
治
十
九
年
一
月
二
十
七
日
『
鎮
西
日

報
』
か
ら
四
月
二
十
日
『
土
陽
新
聞
』
ま
で
、
全
国
的
に
ほ
ぼ
ま

ん
べ
ん
な
く
約
三
ヶ
月
間
確
認
で
き
る
が
、
書
店
と
し
て
の
営
業

は
広
告
以
外
に
確
認
で
き
な
い
。
住
所
は
、
大
坂
東
区
伏
見
町
御

堂
筋
西
ヘ
入
で
あ
っ
た
が
、
二
月
二
十
四
日
『
中
越
新
聞
』
よ
り

大
坂
東
区
高
麗
橋
一
丁
目
四
番
地
と
な
る
。
こ
れ
が
赤
穂
書
舗
の

住
所
大
阪
高
麗
橋
通
八
百
屋
町
東
へ
入
北
側
と
同
一
で
あ
ろ
う
こ

と
、
赤
穂
書
舗
名
で
五
月
中
二
十
日
間
ほ
ど
全
国
の
地
方
紙
に
そ

の
広
告
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
先
述
し
た
。

　

兎
屋
支
店
が
十
九
年
一
月
九
日
『
日
本
絵
入
新
聞
』
と
十
二
日

『
朝
日
新
聞
』
に
掲
載
し
た
「
新
年
の
御
祝
儀
大
割
引
の
売
出
し
」

と
大
き
く
重
な
る
鶴
城
堂
書
房
の
広
告
が
あ
る
。
三
月
十
日
『
新

潟
新
聞
』・
四
月
十
一
日
『
信
濃
毎
日
新
聞
』・
同
十
三
日
『
鎮
西

日
報
』
に
見
ら
れ
る
「
書
肆
開
業
満
一
年
の
祝
且
は
御
礼
の
為
め

二
十
日
間
古
今
無
双
天
下
無
比
の
大
安
売
弘
告
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

見
出
し
も
広
告
文
も
異
な
る
も
の
の（「
偖
昨
年
中
は
書
肆
の
競
争

甚
敷
各
地
方
に
迄
も
蔓
延
せ
し
は
其
先
鞭
者
の
栄
誉
こ
よ
な
き
こ

と
に
御
座
候
」
か
ら
始
ま
る
兎
屋
支
店
広
告
は
兎
屋
感
丸
出
し
で

そ
の
ま
ま
使
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
）、
書
目
は

そ
の
中
で
近
江
屋
書
店
・
大
坂
屋
本
店
・
東
雲
堂
の
広
告
と
重
な

る
も
の
も
あ
る
こ
と
は
先
述
し
た
。
泰
山
書
院
の
広
告
は
右
に
掲

げ
た
も
の
、
三
紙
、
一
週
間
し
か
確
認
で
き
な
い
。（
鈴
木
）

4
　
東
京
屋
・
山
陽
堂
大
坂
支
店

　

明
治
二
十
年
四
月
十
七
日
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
の
東
京
屋
広
告

と
同
月
二
十
六
日
『
山
陰
新
聞
』
の
山
陽
堂
大
坂
支
店
広
告
を
検

討
し
て
み
る
。
東
京
屋
広
告
は
、
改
進
堂
・
文
徳
堂
・
大
華
堂
・

竹
柴
堂
・
開
進
堂
の
連
盟
広
告
で
あ
る
。
山
陽
堂
大
坂
支
店
の
住

所
は
「
大
阪
南
区
中
橋
筋
鰻
谷
南
ヘ
入
四
十
五
番
地
」
と
記
さ
れ

て
い
て
東
京
屋
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

見
出
し
文
は
東
京
屋
も
山
陽
堂
も
同
様
に
「
本
年
第
二
期
メ
チ

ャ
メ
チ
ャ
売
広
告
」
で
あ
り
、
広
告
文
は
ど
ち
ら
も
「
御
愛
顧
ノ

諸
君
ヘ
御
報
申
上
升
。
今
般
東
京
本
店
ヨ
リ
新
古
版
共
沢
山
荷
着

相
成
候
間
」
か
ら
始
ま
る
が
、
東
京
屋
の
も
の
は
「
本
日
ヨ
リ
二

週
間
」、
山
陽
堂
の
も
の
は
「
本
日
ヨ
リ
三
週
間
」
と
続
き
、
以

後
同
様
に
「
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
売
仕
候
。
品
切
ニ
ナ
ラ
ヌ
内
皆
様
早

ク
御
求
ヲ
願
升
。
郵
便
切
手
代
用
ハ
一
割
五
分
増
ノ
事
。
運
賃
ハ

御
自
弁
ノ
事
。
前
金
ノ
外
ハ
御
送
本
不
仕
候
事
。
但
遠
国
ハ
四
週

間
限
リ
」
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
書
目
と
定
価
も
す
べ
て
一

致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
安
売
価
格
は
東
京
屋
の
ほ
う
が
概
ね
安

い
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
事
例
も
、
先
掲
東
京
屋
が
ら
み
の
事
例
に
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ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

二
月
二
日
・
三
日
・
六
日
『
鎮
西
日
報
』・
九
日
『
弥
生
新
聞
』

掲
載
の
鶴
城
堂
書
房
広
告
は
、
酔
多
道
士
『
芸
娼
妓
手
く
た
の
内

幕
』
を
「
売
価
六
拾
銭
ノ
処
本
日
ヨ
リ
売
出
シ
御
披
露
ノ
為
メ
二

十
日
間
限
非
常
特
別
減
価
金
三
十
五
銭
」
で
発
売
す
る
旨
の
も
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
兎
屋
支
店
の
新
版
で
あ
る
。
両
店
が
何
ら
か

の
提
携
を
行
っ
て
い
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
で
あ
ろ
う
。

（
鈴
木
）

6
　
莵
屋
支
店
・
竹
簡
堂

　

明
治
十
九
年
十
月
二
十
二
日
の
『
朝
日
新
聞
』
に
掲
載
し
た
兎

屋
支
店
の
広
告
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

●
開
店
以
来
七
周
年
相
当
祝
大
安
売

抑
々
東
都
の
地
よ
り
此
浪
華
に
耳
を
立
鼻
を
高
ふ
し
て
支
店
を

設
け
、
書
籍
稗
史
小
説
の
元
祖
大
安
売
正
札
附
の
広
告
を
此
地

に
発
し
た
る
以
来
、
諸
方
華
主
諸
君
は
四
方
八
方
上
下
よ
り
も

陸
続
の
御
来
車
を
蒙
り
、
遠
き
隔
地
に
在
て
は
郵
書
或
は
通
運

に
托
し
恩
眷
増
々
深
し
。
故
に
日
に
月
に
弊
舗
が
繁
栄
隆
盛
な

る
、
実
に
是
偏
に
諸
彦
の
賜
ふ
所
な
り
。
今
哉
既
に
七
周
年
の

期
に
際
し
、
増
々
一
層
の
奮
勉
を
起
し
、
元
祖
大
安
売
の
名
義

に
背
か
ざ
る
の
価
を
以
て
、
十
月　

日
よ
り
十
一
月　

日
ま
で

配
列
を
含
め
て
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
二
百
点
を
掲
げ
る
兎
屋
広
告

の
う
ち
、『
新
潟
新
聞
』
掲
載
鶴
城
堂
書
房
広
告
は
、『
桜
時
銭
の

世
の
中
』『
三
七
全
伝
南
柯
夢
』『
弁
天
於
浪
長
船
奇
談
』『
条
例

規
則
要
書
』
の
四
点
を
欠
く
以
外
す
べ
て
一
致
す
る
。
そ
の
一
ヶ

月
後
の
四
月
十
一
日
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
広
告
に
お
い
て
は
こ
の

四
点
を
欠
く
以
外
に
『
難
字
類
編
』『
勧
進
帳
正
本
』『
新
選
南
画

一
覧
』
を
抜
い
て
い
る
。
ま
た
、『
汗
血
千
里
の
駒
』『
絵
本
前
太

平
記
』
を
新
た
に
加
え
、『
百
猫
伝
』
の
代
わ
り
に
『
廟
堂
貴
顕

列
伝
』
を
、『
絵
本
伊
達
顕
秘
録
』
に
代
え
て
『
結
城
合
戦
』
を
、

『
男
女
交
合
得
失
問
答
』
の
代
わ
り
に
『
家
内
の
倹
約　

台
所
の

規
則　

合
本
』
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
価
格
を
変
え
て
い
る
も
の

が
二
十
四
点
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
兎
屋
の
出
版
物
で
あ
る
。

ま
た
同
十
三
日
『
鎮
西
日
報
』
広
告
は
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
広
告

か
ら
二
十
一
点
減
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
紙
面
の
都
合
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
わ
け
で
、
兎
屋
支
店
広
告
の
書
目
を
そ

の
ま
ま
丸
取
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
都
度
手
を
入
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
価
格
の
改
定
は
、
こ
れ
で
い
け
る
と
踏
ん
だ

か
ら
で
あ
ろ
う
し
、
省
い
た
書
目
は
、
お
そ
ら
く
在
庫
切
れ
で
調

達
不
能
の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
こ
と
は
、
書
目
ど
お
り

の
在
庫
が
確
保
さ
れ
て
い
て
、
注
文
に
ち
ゃ
ん
と
対
応
し
よ
う
と

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
か
つ
て
兎
屋
が
安

売
に
供
し
た
書
籍
群
で
あ
り
、
そ
の
安
売
期
間（
日
延
べ
し
て
三

月
七
日
ま
で
）が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
鶴
城
堂
書
房
の
商
売
が
始
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言
い
が
た
く
、
む
し
ろ
兎
屋
支
店
の
差
配
が
働
い
て
い
る
嫌
疑
が

濃
厚
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。（
乙
部
）

＊　
　
　
　
　

＊

　

以
上
、
兎
屋
支
店
・
東
京
屋
・
駸
々
堂
と
関
連
の
あ
る
例
に
つ

い
て
み
て
き
た
。
各
事
例
で
指
摘
し
た
と
お
り
、
広
告
掲
載
時
期

や
地
域
に
つ
い
て
、
な
ん
ら
か
の
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
可
能
性

が
高
い
。
ま
た
、
兎
屋
支
店
・
東
京
屋
・
駸
々
堂
の
三
段
な
い
し

四
段
程
度
の
大
き
な
広
告
に
掲
載
し
た
書
目
を
、
地
方
紙
へ
の
広

告
と
は
い
え
、
同
じ
大
阪
で
営
業
す
る
業
者
が
そ
っ
く
り
そ
の
ま

ま
利
用
す
る
の
は
は
ば
か
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
、
兎

屋
支
店
等
が
そ
れ
ぞ
れ
書
目
や
広
告
手
法
を
提
供
す
る
形
で
使
用

を
許
可
し
た
か
、
そ
も
そ
も
大
手
書
店
の
管
理
下
に
お
い
て
地
方

紙
へ
の
広
告
掲
載
を
さ
せ
て
い
た
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ

う
。（
乙
部
）

お
わ
り
に

　

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
十
九
年
に
な
っ
て
地
方
紙
を
賑

や
か
す
大
阪
の
安
売
業
者
の
正
体
、
営
業
の
実
態
は
ほ
ぼ
不
明
の

ま
ま
で
あ
る
。
新
聞
広
告
上
に
し
か
確
認
で
き
な
い
店
名
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
。
彼
ら
の
新
聞
広
告
上
の
あ
や
し
げ
な
振
る
舞
い
を
、

以
上
い
く
つ
か
の
事
例
で
指
摘
し
て
み
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
名
乗
り
、
異
な
る
住
所
表
現
で
、
別
の
書
店
と
し

て
振
る
舞
う
事
例
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
使
い
捨
て
の
店
名
が
、

の
二
十
日
間
を
期
し
、
右
祝
意
を
表
せ
ん
為
め
一
層
無
類
の
大

安
売
を
相
始
め
、
自
今
大
流
行
の
新
版
書
類
数
百
種
を
左
に
列

挙
し
た
れ
ば
、
能
く
〳
〵
御
検
覧
の
上
、
不
相
変
の
御
愛
顧
こ

そ
願
は
敷
存
じ
升
。

●
但
府
外
は
十
一
月　

日
ま
で
の
右
期
限
内
と
看
な
し
同
様
取

計
可
申
候
。

●
三
円
以
上
御
買
揚
之
諸
君
へ
は
逓
送
費
弊
店
に
て
相
勤
可
申

候
。
●
郵
券
代
用
は
一
割
増
し
の
事

（
書
目
四
段
）

大
坂
心
斎
橋
順
慶
町
書
林　

兎
屋
支
店

●
今
般
華
主
諸
君
の
御
便
宜
を
計
り
左
の
所
に
於
て
弊
店
同
様

取
扱
候
間
、
是
又
種
々
御
注
文
之
ほ
ど
奉
願
候
。

京
都
四
条
大
橋
西
ヘ
入 

博
書
堂

　

竹
簡
堂
が
同
年
十
一
月
十
三
日
の
『
福
井
新
聞
』
に
掲
載
し
た

広
告
文
の
内
容
は
、
こ
れ
と
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
。
本
文
に

付
帯
さ
れ
た
諸
条
件
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

書
目
を
比
較
し
て
み
る
と
、
兎
屋
支
店
の
広
告
の
一
段
目
の
書

目
と
竹
簡
堂
の
書
目
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
か
つ
竹
簡
堂
広
告

独
自
の
書
籍
は
三
冊
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
竹
簡
堂
は
兎

屋
支
店
の
広
告
か
ら
書
目
の
一
段
目
だ
け
拝
借
し
、
書
籍
の
順
序

だ
け
入
れ
替
え
て
掲
載
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
が
竹
簡
堂
の

戦
略
で
あ
っ
た
可
能
性
も
無
く
は
な
い
が
、
両
店
が
無
関
係
と
は
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い
う
前
提
で
、
か
な
り
怪
し
げ
な
推
測
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
事

例
の
中
に
は
、
兎
屋
支
店
な
り
駸
々
堂
な
り
東
京
屋
な
り
か
ら
、

商
品
や
手
法
の
提
供
を
受
け
て
地
方
紙
を
舞
台
に
安
売
を
展
開
し

た
も
の
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
三
店
そ

れ
ぞ
れ
の
意
を
受
け
て
、
彼
ら
が
安
売
を
展
開
し
て
い
な
い
地
域

で
の
営
業
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
事
例
を
総
合
し
て
み
た
場
合
、
大
阪
業
者
の
安

売
商
品
の
調
達
に
こ
の
三
店
が
ま
っ
た
く
関
与
し
て
い
な
い
と
考

え
る
の
は
不
自
然
な
の
か
も
し
れ
な
い
。（
鈴
木
）

（
す
ず
き　

と
し
ゆ
き　

本
学
教
授
、

こ
く
ぶ
ん　

み
な
ほ　

法
学
部
四
年
、

ゆ
ざ
わ　

と
も
み　

文
学
部
四
年
、

は
ら
だ　

わ
か　

商
学
部
三
年
、

お
と
べ　

も
も
こ　

文
学
部
二
年
、

お
の
ざ
わ　

み
ゆ
う　

法
学
部
二
年
、

は
た
な
か　

さ
や
か　

総
合
政
策
学
部
二
年
）

こ
の
商
売
に
は
必
要
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

ま
た
、
明
ら
か
に
同
地
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
異
な
る
店
で

あ
る
は
ず
の
店
が
、
見
出
し
や
広
告
文
、
さ
ら
に
は
書
目
ま
で
一

致
す
る
、
も
し
く
は
か
な
り
の
程
度
近
似
す
る
事
例
も
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
、
大
阪
紙
に
広
告
を
出
し
て
い
な
い
以
上
、
店
舗
に
地

元
の
人
間
が
訪
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
な
い
。
郵
便
さ
え
届
け

ば
、
店
を
構
え
て
い
な
く
て
も
成
立
す
る
商
売
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

剽
窃
、
踏
襲
を
お
互
い
に
頓
着
す
る
輩
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
書
目
に
し
て
も
、
相
手
を
釣
り
込
め
ば
よ

い
だ
け
の
話
で
あ
る
の
で
、
広
告
ど
お
り
に
在
庫
を
抱
え
て
い
な

く
て
も
、
注
文
が
来
た
時
点
で
、
他
か
ら
仕
入
れ
た
り
、
品
切
れ

の
返
事
を
出
し
た
り
し
て
対
応
す
れ
ば
よ
い
だ
け
の
話
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
彼
ら
安
売
業
者
全
体
、
も
し
く
は
多
く
が
、
対
抗
し
あ

う
関
係
な
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
協
調
、
共
謀
し
あ
う
関
係
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
て
あ
り
得
よ
う
。

　

大
阪
を
本
拠
と
し
て
書
籍
安
売
を
主
導
し
た
の
は
、
最
初
に
述

べ
た
よ
う
に
、
兎
屋
支
店
、
駸
々
堂
、
東
京
屋
の
三
店
で
あ
っ
た
。

こ
の
三
店
の
広
告
と
酷
似
す
る
事
例
も
拾
い
出
し
て
み
た
。
広
告

文
も
含
め
て
広
告
手
法
を
駸
々
堂
に
剽
窃
さ
れ
た
兎
屋
は
駸
々
堂

を
や
り
玉
に
あ
げ
た
広
告
を
繰
り
出
し
た
が
、
鶴
城
堂
や
竹
簡
堂

を
難
じ
た
り
は
し
て
い
な
い
。
駸
々
堂
や
東
京
屋
に
し
て
も
そ
の

と
お
り
で
、
む
し
ろ
、
こ
の
三
店
は
手
法
や
商
品
を
提
供
し
て
い

る
よ
う
に
さ
え
見
え
る
。
広
告
ど
お
り
の
商
売
を
し
て
い
れ
ば
と


